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株主の皆様へ

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り、
厚く御礼を申し上げます。ここに、2025年３月期連結会計年度
のご報告を申し上げます。
　当連結会計年度におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の
改善や各種政策の効果により、景気は緩やかな持ち直しの動き
が見られるものの、継続する物価上昇や米国の関税政策による
影響の懸念などもあり、景気の先行きは依然として不透明な状
況にあります。
　当社グループの主要顧客であるパチンコホール業界におい
ては、次世代機であるスマート遊技機の普及に加え、パチンコ

機の「ラッキートリガー」やスロット機の「ボーナストリガー」な
ど、新たな遊技性を備えた機械の登場により、業界活性化への
期待が高まっております。
　パチンコホール広告市場においては、2023年10月より一部
のインターネット広告需要が急減するなど、広告需要は低迷い
たしました。その後2024年２月にパチンコ業界４団体から「広告
宣伝ガイドライン第二版」が発出され、ガイドラインに則った広
告や集客に貢献するサービスの開発、販売が可能となったこと
などにより、広告需要は緩やかながら回復の兆しが見られます。
　パチンコホール以外の広告分野については、主力のフィット
ネス施設や住宅関連広告分野をはじめ、広告需要は引き続き増
加基調にあります。
　こうした環境下で、当社グループでは、主力のパチンコホー
ル広告分野において、急減したインターネット広告の回復に努
めました。パチンコホール以外の広告分野においては、広告需
要の伸びが期待されるセクターにおける顧客開拓を積極的に
推進いたしました。
　これらの取り組みが奏功し、当連結会計年度の売上高は
7,679百万円（前年同期比3.5％増）、売上総利益は2,420百万
円（同10.4％増）、営業利益は418百万円（同68.0％増）、経常
利益は416百万円（同58.7％増）、親会社株主に帰属する当期
純利益は358百万円（同184.9％増）となりました。
　株主の皆様におかれましては、引き続きご支援・ご鞭撻を賜
りますよう、よろしくお願いいたします。

2025年6月

代表取締役社長CEO 大島 克俊

詳細な情報はhttps://www.gendai-a.co.jp/ir/library.php
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連結財務ハイライト
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2025年3月期の実績
事業別売上高 広告事業品目別売上高

1株当たり当期純利益

❶ パチンコホール広告分野の収益性改善
 ・広告宣伝ガイドラインに則った、集客に貢献する広告、サービスの持続的な開発と販売
 ・当期に販売注力した、サービスやDSP広告を引き続き拡販
 ・デザイン生成ＡＩツールの販売により収益性を改善

❷ 需要の伸びが期待されるセクターでの顧客開拓
 ・主力のフィットネス施設や住宅関連分野のほか、学習塾や買取業などのさらなる拡販、取引深耕

❸ 持続的な成長のための人材育成
 ・成果型報酬の人事制度から、従業員が安心して働ける会社を目指し、中長期的なキャリア形成を支援する人事制度に移行
 ・人的資本への投資を推進していくため、新たに人事担当取締役を設置予定

広告事業
7,619百万円

不動産事業
56百万円

その他
3百万円

7,679百万円

インターネット
37.6%
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29.16円

販促物
12.0%
916百万円

クリエイティブ
8.9% 
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媒体   

2.6% 
198百万円

その他
10.4% 
792百万円

折込広告
28.5%
2,168百万円

当期純利益が大きく伸長した
ことから、前年同期（10.17円）
と比較し大幅に増加しました。

折込広告は引き続き
減少トレンドにあり
ます。
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詳細な情報はhttps://www.gendai-a.co.jp/ir/library.php

期初に公表した配当予想のと
おり実施しました。

売上高営業利益率 自己資本当期純利益率

5.4%
インターネット広告需要が回復基調に
あることから、前年同期（3.4％）と比較
し改善しました。 8.7%

当期純利益が大きく伸長したことか
ら、前年同期（3.0％）と比較し大幅に
向上しました。

配当金

１株当たり年間配当金

20円
（DOE5.9％、配当性向68.6%）

今後の対処すべき課題と施策
　当社グループでは、次の3点を対処すべき課題と認識し、取り組んでまいります。



東京都新宿区西新宿3-20-2 東京オペラシティビル29F
TEL: 03-5308-9888（代表）

株主メモ

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
基準日 定時株主総会 3月31日 
 期末配当金 3月31日 
 中間配当金 9月30日
一単元の株式数 100株
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号 
 三菱UFJ信託銀行株式会社
同事務拠点 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
 東京都府中市日鋼町1-1 
 　　0120–232–711
（同送付先） 〒137-8081 
 新東京郵便局私書箱第29号
 三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部
上場証券取引所 （株）東京証券取引所 スタンダード市場
公告方法 電子公告
 ただし電子公告によることができない事故その他のやむをえない

事由が生じた時は、日本経済新聞に掲載して行います。

公告掲載URL https://www.gendai-a.co.jp/
（ご注意） 1． 株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、

原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社など）で承ることとなっておりま
す。口座を開設されている証券会社などにお問い合わせください。株主名簿管理人（三
菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

 ２．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行
が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託
銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取り次ぎ
いたします。

 ３． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

会社概要

商号 ゲンダイエージェンシー株式会社 
 （GENDAI AGENCY INC.）
本社所在地 〒163-1429　東京都新宿区西新宿3-20-2 
 東京オペラシティビル29F 
 TEL: 03-5308-9888（代表） 
設立 1995年4月
資本金 1億円
発行済株式総数 12,300,000株　
業務内容 広告、宣伝に関する企画および制作
事業所 ● 本社
 ● 全国11営業拠点 
  （札幌、仙台、宇都宮、東京、松本、名古屋、静岡、

大阪、広島、福岡、鹿児島）
連結子会社 （株）ユーアンドユー／（株）ジュリアジャパン／
 （株）ジールネット／（株）プレスエー／
 （株）ランドサポート／（株）アーク

役員一覧

代表取締役　社長CEO 大島　克俊
取締役　CFO  両⻆　正人
取締役　CHO兼CCO 黒子　好章
取締役 山本　正卓 
取締役（社外） 田坂　正樹 
取締役（社外） 谷口　辰成
常勤監査役 安達　吉明
監査役（社外） 髙野　健二
監査役（社外） 高岡　　徹
監査役（社外） 一色　真司

＜2025年3月31日現在＞

＜2025年6月25日現在＞

サステナビリティへの取り組み
ゲンダイエージェンシー株式会社は、環境、社会的責任、コーポレートガバナンスに配慮し、持続可能な社会や経済の発展を目指した
取り組みの実践に努めてまいります。

環境
Environment

ペーパーレスの取り組み
各種資料の電子化をはじめとす
る、紙媒体のデジタルシフトを推
進しています。

省エネルギーの取り組み
クールビズの実践やテレワーク、
フリーデスクの導入により、オ
フィスの効率化を図っています。地球環境の保全に努め、事業活動を

通じて社会の発展に貢献します。

社会
Social

お客様
・斬新かつ高品質なサービスの提案
・地域に密着した事業活動

従業員

内部統制システムの整備
・コンプライアンス体制　
・リスク管理体制
・情報管理体制　・内部監査　
・内部通報制度

社外役員の取締役会・監査役会への出席状況

地域社会
オフィシャルスポンサーとして、社会人ラグビーチームのクリーン
ファイターズ山梨を応援しています。

株主・投資家
・企業価値を高める経営の実践
 目標とする経営指標（中期的な目標値）
  売上高営業利益率（生産性と付加価値の向上）10.0％以上
  ROE（資本効率の向上）10.0％以上
 配当政策
  DOE6％と配当性向50％のいずれか高い方を配当金算定の目安

数多くのステークホルダーと共に発
展できるよう、各種の活動に取り組
んでいきます。

ガバナンス
Governance
持続的かつ信頼される企業として、
法令を遵守し、健全で透明性の高
い企業活動を行っていきます。

社用車保有台数の91.3％

エコカー導入促進

【連結拠点数　21拠点】

・能力向上支援
・職場環境の整備
・福利厚生制度の充実

2025年3月期
　取締役会　出席率　100％
　監査役会　出席率　100％

（新任）

（新任）

（新任）
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